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的
・
主
体
的
）
に
受
け
取
り
、
読
み
と
い
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

目
的
は
市
民
の
立
場
か
ら
番
組
内
容
や
報
道

の
内
容
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
を
見
る
と
ア
ジ
ア

諸
国
で
唯
一
検
閲
を
禁
止
す
る
と
い
う
自
由

な
国
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
天
皇
報
道
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
民
主
主
義
の
国
で
は
ま

れ
な
メ
デ
ィ
ア
統
制
を
行
っ
て
い
る
国
で
あ

る
。メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
す
で
に
カ
ナ

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
公
教

育
の
場
で
行
わ
れ
、
九
○
年
に
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
四
五

カ
国
か
ら
二
○
○
人
が
参
加
し
て
い
る
。

特
に
盛
ん
な
カ
ナ
ダ
で
は
、
各
州
の
教
育

省
が
教
科
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
内
の

ひ
と
つ
で
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
教
科
書
が

昨
年
Ｆ
Ｃ
Ｔ
の
手
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
｛
メ
デ

ィ
ア
。
リ
テ
ラ
シ
ー
～
メ
デ
ィ
ア
を
読
み
解

く
」
（
リ
ベ
ル
タ
出
版
）
と
題
し
て
出
版
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
メ
デ
ィ
ア
を
見
る
際
の

キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
①
メ
デ
ィ
ア
は

交
通
事
故
を
お
こ
し
、
相
手
が
部
落
の
人
で
、

そ
れ
で
ど
う
な
る
か
と
、
み
ん
な
も
の
す
ご

く
心
配
し
て
い
た
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
彼

女
は
と
っ
さ
に
「
な
ぜ
相
手
が
部
落
出
身
と

わ
か
っ
た
の
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
友
達

は
「
免
許
証
の
住
所
を
見
て
」
と
言
っ
た
。

そ
こ
で
彼
女
は
自
分
の
こ
と
が
ば
れ
た
ら
ど

う
な
る
か
と
脅
え
た
。
講
義
の
中
で
、
部
落

の
地
名
を
あ
げ
て
授
業
を
し
て
い
る
と
、
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
と
質
問
と
い
う

形
で
抗
議
し
て
き
た
。

次
に
男
子
学
生
で
、
彼
は
大
学
で
の
同
和

教
育
が
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
授
業
の
中
で
在
日
朝
鮮
人
の

学
生
が
、
自
分
の
生
い
立
ち
を
し
ゃ
べ
り
、

そ
れ
に
感
銘
を
受
け
た
他
の
学
生
も
自
分
の

生
い
立
ち
を
し
ゃ
べ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。
彼
自
身
も
、
非
常
に
厳
し
い
家

庭
状
況
で
育
っ
て
お
り
、
将
来
同
和
教
育
を

進
め
る
教
師
に
な
り
た
い
と
思
い
、
実
際
に

同
推
校
に
勤
務
し
熱
心
に
同
和
教
育
に
取
り

組
ん
だ
。
数
年
後
母
親
に
同
和
教
育
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
と
、
母
が
「
あ
ん
た
も
部
落

の
子
」
と
言
っ
た
。

す
べ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
②
メ
デ

ィ
ア
は
リ
ァ
リ
テ
ィ
を
構
成
す
る
③
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
意
味
を
読
み

取
る
④
メ
デ
ィ
ア
は
商
売
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
⑤
メ
デ
ィ
ア
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

価
値
観
を
伝
え
て
い
る
⑥
メ
デ
ィ
ア
は
社

会
的
・
政
治
的
意
味
を
も
つ
⑦
メ
デ
ィ
ア

の
様
式
と
内
容
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る

⑧
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
芸
術
様
式

を
も
っ
て
い
る
。

例
え
ば
湾
岸
戦
争
の
と
き
の
報
道
を
考
え

て
み
て
も
広
告
代
理
店
を
中
心
に
情
報
操
作

が
な
さ
れ
主
戦
論
へ
と
世
論
が
誘
導
さ
れ

た
。
市
民
の
立
場
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
現
実

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
直
視
し
て
メ
デ
ィ

ア
と
の
付
き
合
い
方
、
変
革
へ
の
方
向
を
探

る
必
要
が
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
テ
レ
ビ
は
女
性
、
男

性
を
ど
う
描
い
て
い
る
の
か
」

鈴
木
さ
ん
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
二
○

程
の
Ｃ
Ｍ
を
見
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
商

品
名
、
登
場
人
物
の
性
別
、
年
齢
、
外
見
。

次
は
、
学
生
時
代
に
頑
張
っ
た
女
子
学
生

の
例
で
す
が
、
彼
女
は
小
さ
い
と
き
か
ら
部

落
出
身
を
自
覚
し
て
き
た
、
さ
ら
に
小
学
生

の
時
、
父
母
が
離
婚
の
話
の
中
で
母
が
父
に

「
こ
の
子
に
、
部
落
の
子
の
上
に
、
母
子
家

庭
の
烙
印
ま
で
押
す
の
か
」
と
言
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
、
あ
ら
た
め
て
部
落
出
身
と
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
思
っ
た
。
ま
た
学
校

で
の
同
和
教
育
に
は
失
望
し
て
い
た
。
先
生

も
本
気
で
な
い
よ
う
に
思
う
し
、
ま
わ
り
の

友
達
も
無
関
心
だ
っ
た
。
大
学
に
き
て
同
和

教
育
を
受
講
し
、
夏
休
み
の
「
身
近
な
部
落

問
題
」
と
い
う
宿
題
の
中
で
、
自
分
は
部
落

出
身
だ
と
書
い
て
き
た
。
そ
の
後
彼
女
は
、

先
輩
や
友
人
と
話
を
す
る
中
で
い
ろ
い
ろ
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
年
目
に
授
業
の
中

で
出
身
宣
一
一
一
一
百
を
し
生
い
立
ち
を
一
一
一
一
口
う
中
で
彼

女
に
近
い
学
生
た
ち
も
、
彼
女
を
さ
さ
え
る

た
め
に
自
分
の
生
い
立
ち
を
し
ゃ
べ
っ
た
。

彼
女
も
現
在
教
師
に
な
っ
て
悩
み
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
る
。

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
大
学
で
の
同
和
教

育
の
授
業
は
非
常
に
大
切
だ
け
れ
ど
も
、
ま

だ
ま
だ
弱
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
で
も
、
部

容
姿
、
音
声
面
で
女
性
、
男
性
を
表
現
す
る

言
葉
、
ボ
イ
ス
・
オ
ー
バ
ー
、
う
た
の
性
別

を
記
入
し
た
。
そ
し
て
、
二
○
余
り
の
参
加

者
を
四
～
五
人
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

全
体
の
傾
向
と
特
徴
を
分
析
し
、
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
模
造
紙
一
枚
に
ま
と
め
、
代
表
者

が
全
体
で
報
告
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
Ｃ
Ｍ
を
見
て
い
る
と
き

に
は
気
づ
き
に
く
い
が
、
ま
と
め
て
み
る
と

１
、
登
場
人
物
の
特
徴
を
見
る
と
年
齢
的
に

非
常
に
若
い
、
白
人
の
起
用
が
多
い
。
２
、

男
性
、
女
性
の
描
き
方
を
見
る
と
服
装
に
つ

い
て
は
、
男
性
は
背
広
、
女
性
は
水
着
・
ワ

ン
ピ
ー
ス
な
ど
ボ
デ
ィ
を
強
調
す
る
も
の
が

多
い
。
演
技
内
容
を
見
る
と
男
性
は
活
動
的

で
、
女
性
は
セ
ッ
ク
ス
ア
ピ
ー
ル
を
強
調
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
３
、
子
ど
も
の
起
用

も
多
く
み
ら
れ
、
セ
ク
シ
ー
さ
を
子
ど
も
に

演
技
さ
せ
る
な
ど
少
女
買
春
を
連
想
さ
せ
る

も
の
も
あ
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
み
て
の
感
想

で
あ
る
が
、
ま
ず
、
参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り

が
主
体
的
に
学
習
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
身
近
な
女
性
差
別
を
見
抜
く
た
め
の
学

今
回
は
メ
デ
ィ
ア
問
題
を
中
心
に
学
習
し

た
。
ま
ず
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ
の
鈴
木
み
ど
り
さ
ん
か

ら
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
報
告
を
受
け
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
本

は
、
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
情
報
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
（
批
判

落
の
子
ど
も
や
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
子

ど
も
を
さ
さ
え
る
取
り
組
み
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

（
文
責
叩
事
務
局
）

☆
六
月
六
日
（
日
）
～
七
日
（
月
）

「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か
」

報
告
者
Ⅱ
鈴
木
み
ど
り
（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
）

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
テ
レ
ビ
は
女
性
、

男
性
を
ど
う
描
い
て
い
る
の
か
亡

「
パ
ー
ト
法
の
問
題
点
」

報
告
者
Ⅱ
大
野
町
子
（
弁
護
士
）

〈
女
性
部
会
合
宿
〉

〈
要
旨
〉

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
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七
○
一
）
で
、
課
せ
ら
れ
た
仕
事
は
火
の
用

心
の
見
回
り
、
野
非
人
の
取
り
締
ま
り
な
ど

で
あ
る
。

⑤
和
泉
国
の
う
ち
、
堺
の
四
ヶ
所
非
人
に

つ
い
て
は
、
『
御
手
鑑
」
（
宝
暦
七
年
、
一
七

五
七
年
）
な
ど
の
史
料
で
知
ら
れ
る
通
り
、

市
中
の
警
護
（
悪
党
を
防
ぐ
）
を
行
な
い
、

刑
吏
役
を
課
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
泉
州
の

村
々
に
手
下
を
派
遣
し
て
情
報
収
集
に
当
っ

て
い
た
。
生
活
は
物
貰
で
支
え
て
い
た
。

⑥
豊
田
村
の
番
非
人
に
つ
い
て
は
小
谷
家

文
書
（
国
立
史
料
館
所
蔵
）
か
ら
、
少
な
く

と
も
貞
享
四
年
二
六
八
七
）
に
は
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
、
菱
木
村
組
頭
－
湊
長
吏
の

配
下
に
あ
っ
た
。

⑦
草
部
村
の
番
非
人
は
こ
ろ
び
キ
リ
シ
タ

ン
で
、
豊
田
村
と
同
じ
く
貞
享
四
年
に
は
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
二
道
頓
堀

非
人
関
係
文
書
宅
。
貞
享
四
年
は
徳
川
綱
吉

が
「
天
主
教
徒
査
検
」
（
こ
ろ
び
キ
リ
シ
タ
ン

と
そ
の
類
族
を
改
め
る
）
令
を
出
し
た
年
で

あ
り
、
賎
民
制
度
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
同
村
番
非
人
の
一
部
は
、

享
保
三
年
二
七
一
八
）
に
百
姓
の
身
分
と

合
宿
の
日
程
と
し
て
、
大
野
町
子
弁
護
士

か
ら
現
在
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト

法
の
問
題
点
。
こ
の
間
の
「
皇
室
報
道
の
問

題
点
罠
部
落
解
放
女
性
共
闘
が
行
っ
た
ア
イ

ヌ
民
族
女
性
と
の
交
流
。
大
阪
府
女
性
政
策

企
画
推
進
本
部
が
制
作
し
た
「
男
女
協
働
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
表
現
の
手
引
」
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。
（
文
責
叩
事
務
局
）

☆
六
月
一
一
一
日
（
土
）
松
、
部
落
解
放
研
究

教
育
セ
ン
タ
ー

「
大
坂
の
「
非
人
』
に
つ
い
て
」

報
告
者
Ⅱ
小
西
愛
之
助
（
前
近
代
史
部

《室）

習
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ

Ｍ
な
ど
で
も
複
雑
で
洗
練
さ
れ
た
表
現
が
さ

れ
て
い
る
た
め
そ
れ
を
見
抜
く
た
め
に
は
か

な
り
の
力
量
が
必
要
だ
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。〈
前
近
代
史
・
近
現
代
史
部
会
合
同
例
会
〉

〈
要
旨
〉

六
月
例
会
は
第
六
回
「
大
阪
の
部
落
史
」

研
究
会
を
兼
ね
て
、
小
西
愛
之
助
さ
ん
（
部

落
解
放
研
究
所
前
近
代
史
部
会
）
か
ら
「
大

坂
の
「
非
人
」
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告

を
受
け
た
。
報
告
の
要
旨
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①
大
坂
四
ヶ
所
非
人
の
成
立
は
、
「
四
ケ
所

垣
外
由
緒
書
上
控
」
ｓ
悲
田
院
文
書
』
）
に
よ

っ
て
天
王
寺
が
文
禄
三
年
二
五
九
四
）
、
鳶

田
が
慶
長
十
四
年
二
六
○
九
）
、
道
頓
堀
が

元
和
八
年
（
一
六
二
一
一
）
、
天
満
は
寛
永
一
一
一
年

（
一
八
二
六
）
と
確
認
で
き
る
。
四
ケ
所
非

人
の
身
分
秩
序
は
、
長
吏
’
二
老
（
但
し
道

頓
堀
の
み
）
ｌ
組
頭
（
ま
た
は
小
頭
）
ｌ
若

キ
者
ｌ
弟
子
・
垣
外
番
と
な
っ
て
い
た
。
享

保
改
革
は
年
貢
増
徴
政
策
と
賤
民
統
制
政
策

を
二
つ
の
柱
と
し
て
い
た
。
貴
・
士
・
農
・

工
・
商
・
賎
の
う
ち
、
無
高
百
姓
の
多
く
は

行
き
倒
れ
と
な
り
、
た
え
ず
野
非
人
に
吸
収

さ
れ
て
い
っ
た
。

②
摂
津
国
の
う
ち
、
喜
連
村
に
非
人
番
が

常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
享
保
八
年

（
一
七
二
一
一
一
）
で
、
そ
れ
以
前
は
平
野
か
ら

通
っ
て
い
た
。
平
野
郷
町
の
非
人
の
人
数
は

さ
れ
た
。
な
お
泉
州
の
非
人
に
関
す
る
史
料

と
し
て
は
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
の
「
泉

州
番
非
人
申
渡
法
度
書
」
が
も
っ
と
も
古
い

ｓ
阪
南
町
史
』
下
巻
）
。

⑧
樫
井
村
の
非
人
番
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
と
も
享
保
五
年
二
七
二
○
）
に
は
存
在

し
て
い
た
こ
と
、
寛
政
六
年
二
七
九
四
）

の
史
料
か
ら
貝
塚
の
番
人
小
頭
の
配
下
に
あ

り
、
堺
の
四
ヶ
所
非
人
（
の
い
ず
れ
か
）
の

支
配
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑨
こ
う
し
た
近
世
非
人
は
明
治
四
年
の

い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
解
体
し
た
。

（
文
責
叩
事
務
局
）

☆
六
月
二
一
日
（
月
）
舷
、
大
阪
府
同
和
地

区
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
と
自
然
を
守
っ
て
」

報
告
者
Ⅱ
計
良
智
子
（
ヤ
イ
ュ
ー
カ
ラ
の

森
）

〈
地
域
・
子
ど
も
会
部
会
〉

〈
要
旨
〉

ア
イ
ヌ
民
族
の
計
良
智
子
さ
ん
を
迎
え

宝
永
五
年
二
七
○
八
）
の
四
一
人
以
降
、

幕
末
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
一
七
人

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
近
隣
の
村
に
常
駐
す

る
非
人
が
増
加
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
非
人
へ
の
役
給
は
少
な
く
、

生
活
が
困
窮
す
る
の
で
髪
結
を
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

③
高
浜
村
の
非
人
番
は
文
化
八
年
二
八

二
）
に
、
地
頭
（
旗
本
）
と
争
っ
て
処
罰

さ
れ
た
元
庄
屋
に
対
し
て
、
大
坂
町
奉
行
の

指
令
に
も
と
づ
い
て
で
は
あ
る
が
同
情
的
な

行
動
を
と
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
の
結
果
か
、

同
村
非
人
番
は
「
解
放
令
」
前
の
明
治
四
年

（
一
八
七
二
六
月
に
村
の
宗
旨
人
別
帳
に

加
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
村

の
百
姓
の
う
ち
髪
結
を
兼
ね
る
も
の
は
、
同

時
に
牢
御
屋
舗
御
用
人
足
を
義
務
と
し
て
課

せ
ら
れ
て
お
り
、
非
人
番
と
密
着
し
た
関
係

に
あ
っ
た
。

④
河
内
国
の
う
ち
、
「
東
大
阪
市
史
資
料

集
』
第
六
巻
の
（
１
）
～
（
４
）
に
お
さ
め
ら

れ
て
い
る
村
明
細
帳
九
六
冊
の
う
ち
、
非
人

番
の
記
載
の
あ
る
も
の
は
三
六
冊
に
の
ぼ

る
。
も
っ
と
も
古
い
史
料
は
元
禄
十
四
年
二

ア
イ
ヌ
は
日
本
人
と
は
違
う
民
族
で
、
違

う
言
葉
が
あ
り
、
違
う
文
化
が
あ
っ
た
が
、

日
本
の
侵
略
で
す
べ
て
奪
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

日
本
政
府
の
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
の
も
と

で
差
別
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た
。
そ
の
同

化
政
策
の
中
で
、
自
ら
自
分
の
文
化
を
す
て

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
日
本
人
に
な
ろ
う

と
し
て
き
た
人
も
多
く
い
た
。

二
○
年
前
の
ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る
学
会

に
、
ア
イ
ヌ
の
人
達
が
参
加
し
た
。
そ
の
中

で
は
、
常
に
ア
イ
ヌ
は
、
シ
ャ
モ
（
和
人
）

の
学
者
の
研
究
の
材
料
で
あ
り
、
研
究
さ
れ

る
側
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
イ
ヌ
の
こ
と

は
、
ア
イ
ヌ
自
ら
行
動
し
学
ん
で
い
こ
う
、

自
分
達
の
文
化
や
一
一
一
一
口
葉
を
自
分
達
で
取
り
戻

そ
う
と
い
う
思
い
が
っ
の
り
ミ
ャ
イ
ュ
ー
カ

ラ
民
族
学
会
」
が
で
き
た
。

て
、
地
域
・
子
ど
も
会
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

計
良
さ
ん
は
現
在
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
や
伝

統
を
守
り
、
さ
ら
に
自
然
と
共
に
生
き
る
と

い
う
こ
と
で
「
ヤ
イ
ュ
ー
カ
ラ
（
自
ら
行
動

す
る
）
の
森
」
と
い
う
団
体
で
活
動
し
て
い

る
。






